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松
本
泰
雄
先
生
よ
り
、
支
部
長
を

お
引
き
受
け
し
ま
し
て
早
く
も
三
期

目
を
迎
え
る
事
に
成
り
ま
し
た
。
大

阪
府
支
部
が
大
過
な
く
今
日
を
迎
え

ら
れ
ま
す
の
も
、
支
部
会
員
の
諸
先

生
方
な
ら
び
に
役
員
の
諸
先
生
・
万
の

献
身
的
な
御
協
力
の
お
か
げ
で
あ
り

ま
す
。

又
こ
の
度
、
広
報
理
事
豊
田
先
生

の
御
尽
力
に
依
り
、
第
１
回
目
の
大

阪
府
支
部
会
報
を
発
刊
す
る
運
び
と

成
り
ま
し
た
。
今
後
先
生
方
の
御
意

見
、
御
希
望
等
が
御
座
居
ま
し
た
ら

お
寄
せ
頂
き
記
載
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

今
年
は
、
阪
神
大
震
災
と
云
う
未

御

部
挨
拶

九
州
歯
科
大
学
同
窓
会

大
阪
府
支
部

支
部
長
烏
羽
英
紀

だ曾
有
の
被
害
を
体
験
し
ま
し
た
。
互

い
の
無
事
を
確
か
め
合
い
、
現
況
を

連
絡
し
合
う
最
中
、
大
阪
府
支
部
の

先
生
方
は
も
と
よ
り
全
国
の
九
州
歯

科
大
学
同
窓
会
の
先
生
方
か
ら
沢
山

の
義
援
金
な
ら
び
に
励
ま
し
の
御
言

葉
を
賜
り
、
同
窓
の
強
い
絆
を
痛
感

致
し
ま
し
た
。
誠
に
有
難
う
御
座
居

ま
し
た
。

内
に
於
き
ま
し
て
は
、
大
阪
府
歯

科
医
師
会
の
会
長
の
交
替
、
即
ち
体

制
の
変
動
で
あ
り
ま
す
。
我
々
大
阪

府
執
行
部
は
、
こ
の
新
体
制
に
沿
っ

た
万
全
の
対
策
を
と
り
推
進
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

よ

り
平成７年８月３１日げ
の
件
で
あ
り
ま
す
。
従
来
よ
り
同

窓
会
本
部
総
会
や
評
議
委
員
会
に
て

大
阪
府
支
部
は
反
対
の
立
場
を
唱
え

て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
申
し
ま
す
の

も
、
値
上
げ
の
理
由
は
あ
る
程
度
理

解
出
来
る
も
の
の
、
本
部
の
運
営
等

の
改
善
努
力
が
ま
だ
ま
だ
不
充
分
な

こ
と
、
大
阪
府
支
部
と
し
て
も
、
今

後
の
支
部
活
動
の
維
持
の
た
め
に
少

し
で
も
会
費
の
値
上
げ
を
せ
ざ
る
を

得
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
大
阪
府
歯

科
医
師
会
会
費
の
値
上
げ
も
決
定
さ

れ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。

最
後
ま
で
反
対
し
ま
し
た
が
、
多
数

決
を
も
っ
て
値
上
げ
が
成
立
し
ま
し

た
。
従
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

同
時
値
上
げ
と
云
う
重
荷
を
背
負
う

こ
と
に
な
り
、
出
費
の
重
む
折
、
大

変
恐
縮
で
す
が
御
理
解
を
頂
き
御
協

力
を
賜
り
た
く
存
じ
ま
す
。

今
後
も
先
生
方
の
御
指
導
御
鞭
燵

の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

次
に
、
同
窓
会
本
部
会
費
の
値
上
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こ
の
度
、
大
阪
府
支
部
だ
よ
り
を

発
刊
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
広
報

活
動
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
る
中
へ

支
部
だ
よ
り
の
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
役
割
は
、
き
わ
め
て
重
大
で

あ
り
ま
す
。
支
部
会
員
の
先
生
方
の

御
指
導
御
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

５
月
幻
日
に
開
催
さ
れ
た
定
時
総

会
に
於
き
ま
し
て
、
全
会
一
致
で
鳥

羽
支
部
長
が
再
選
さ
れ
、
平
成
７
．

８
年
度
の
新
役
員
も
決
定
し
ま
し
た
。

又
、
同
窓
会
本
部
会
費
・
支
部
会
費

も
値
上
げ
す
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

先
生
方
の
御
理
解
御
協
力
を
重
ね
て

お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

又
、
今
年
は
、
阪
神
大
震
災
の
影

響
に
よ
り
８
月
の
近
畿
北
陸
地
区
連

合
会
総
会
は
開
催
中
止
と
な
り
ま
し

た
。
不
景
気
に
加
え
、
天
災
・
人
災

と
暗
い
話
題
が
続
き
ま
す
が
、
九
歯

大
の
団
結
力
で
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ

て
行
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
／

次
に
、
同
窓
会
本
部
会
費
の
値
上
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平
成
６
年
ｎ
月
、
日
（
日
）
午
後
２

時
よ
り
、
ホ
テ
ル
・
ク
ラ
イ
ト
ン
江

坂
に
て
、
近
畿
北
陸
地
区
連
合
会
学

術
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
出
席

者
は
妃
名
で
、
大
阪
府
支
部
か
ら
は

沁
名
の
先
生
・
万
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
宮
尾
先
生
の
司
会
に
て
、

ま
ず
第
１
部
の
講
演
会
を
行
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
は
「
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー

の
一
般
臨
床
へ
の
応
用
と
そ
の
効
果
」

〉.,．

,い

鰻

近
畿
北
陸
地
区
連
合
会

1１
１

１

『 学
術
講
演
会
開
催

￣ で
、
講
師
は
石
田
哲
也
先
生
で
し
た
。

先
生
は
、
福
岡
歯
科
大
学
を
卒
業
さ

れ
、
現
在
は
太
子
町
に
て
開
業
さ
れ
、

レ
ー
ザ
ー
を
臨
床
に
応
用
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
講
演

で
は
、
炭
酸
ガ
ス
レ
ー
ザ
ー
の
基
礎
、

取
り
扱
い
法
、
臨
床
例
に
つ
い
て
わ

か
り
や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

講
演
後
、
近
北
連
合
会
長
萬
谷
健

二
先
生
が
、
ご
挨
拶
な
ら
び
に
講
師

￣

ざ罎蕊
ニーー凸一

ｻﾞｰｰ雷

．：-轤鶯懸蕊霧譲
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■
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藍曇】

の
先
生
へ
の
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
第
２
部
の
講
演
会
は

「
よ
り
よ
い
総
義
歯
を
め
ざ
し
て
」
を

テ
ー
マ
に
九
州
歯
科
大
学
名
誉
教
授
、

豊
田
静
夫
先
生
に
、
ご
講
演
し
て
頂

き
ま
し
た
。
咬
合
位
、
人
工
歯
咬
合

面
形
態
、
リ
ベ
ー
ス
、
金
属
床
義
歯
、

マ
グ
ネ
ッ
ト
・
ア
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
と

多
分
野
に
わ
た
り
解
説
し
て
頂
き
ま

し
た
。

講
演
会
終
了
後
、
ホ
テ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
に
て
懇
親
会
を
開
き
ま
し
た
。

岡
谷
先
生
の
司
会
に
て
、
ま
ず
大
阪

府
支
部
長
鳥
羽
英
紀
先
生
が
挨
拶
さ

れ
、
乾
杯
の
発
声
を
豊
田
静
夫
先
生

二一鰯訓

困議
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０
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０

し
合
い
を
一

に
し
て
頂
き
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
形

式
に
て
の
会
食
、
懇
談
と
な
り
ま
し

た
。
講
演
さ
れ
た
石
田
先
生
、
豊
田

先
生
に
は
、
会
食
の
途
中
、
出
席
者

か
ら
の
質
問
に
も
て
い
ね
い
に
ご
説

明
頂
き
、
幅
広
い
話
題
で
大
い
に
盛

り
上
が
り
、
い
つ
の
間
に
か
予
定
時

間
が
過
ぎ
、
近
北
連
合
会
副
会
長
松

本
泰
雄
先
生
が
閉
会
の
言
葉
を
述
べ

ら
れ
、
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

懇
親
会
終
了
後
、
大
阪
府
支
部
役

員
会
を
開
き
、
当
日
の
反
省
な
ら
び

に
今
後
の
活
動
予
定
等
に
つ
い
て
話

、
。
ｖ
叺
・
１Ｊ

『
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新
春
の
恒
例
行
事
で
あ
る
社
保
講

習
会
な
ら
び
に
新
年
会
は
、
平
成
７

年
１
月
犯
日
（
日
）
午
後
３
時
よ
り
、

ナ
ン
バ
〃
鳥
よ
し
”
に
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
後
３
時
よ
り
の
社
保
講

習
会
に
は
、
大
阪
府
歯
科
医
師
会
常

務
理
事
太
田
利
光
先
生
に
ご
講
演
を

お
願
い
し
、
基
本
的
注
意
事
項
の
確

認
か
ら
最
新
の
医
療
情
報
ま
で
わ
か

醤

り
易
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。

ｈ
川
Ⅱ
忠
、

！

平
成
七
年

社
保
講
習
会
・
新
年
会

［--口･

些・崔記０
ｈ

勺

、＋

雛

財

一;霊一

鼻
ノノ

烏
よ

午
後
５
時
よ
り
新
年
会
へ
と
移
り

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
年
明
け
早
々

よ
り
、
阪
神
淡
路
大
震
災
と
い
う
未

曾
有
の
災
害
に
遭
遇
し
た
直
後
と
あ
っ

て
、
楽
し
さ
よ
り
も
、
各
会
員
の
安

否
を
気
使
う
と
い
っ
た
雰
囲
気
で
し

た
。
当
日
の
時
点
で
は
、
負
傷
者
の

報
告
は
無
か
っ
た
も
の
の
、
診
療
所
，

自
宅
に
被
害
の
出
た
先
生
も
お
ら
れ
、

又
、
兵
庫
県
支
部
の
先
生
方
の
状
況

も
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い
状
態
で
、

出
席
の
先
生
・
万
に
は
、
被
害
情
報
等

の
提
供
を
お
願
い
し
た
次
第
で
す
。

今
後
の
被
災
さ
れ
た
先
生
方
へ
の
援

助
等
を
再
確
認
し
て
お
開
き
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
の
出
席
者
は
別
名
で

し
た
。

し
″

に

て
開
催

２
月
沁
日
「
一
般
開
業
医
に
も
で

き
る
矯
正
治
療
」
と
題
し
て
大
阪
府

支
部
学
術
講
習
会
が
長
堀
橋
タ
ヵ
ラ

ベ
ル
モ
ン
卜
本
社
で
行
わ
れ
た
。
講

師
は
明
石
市
で
矯
正
専
門
で
開
業
さ

れ
て
い
る
下
問
―
洋
先
生
。
西
宮
市

に
お
住
い
の
先
生
は
阪
神
大
震
災
の

被
災
者
で
あ
ら
れ
乍
ら
、
我
が
支
部

の
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
提
供
し
て

下
さ
い
ま
し
た
。
ま
ず
そ
の
事
実
に

感
謝
の
念
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

若
い
先
生
方
の
参
加
が
多
く
閲
名

の
参
加
者
か
ら
は
積
極
的
な
質
問
が

飛
び
か
う
有
意
義
な
講
習
会
だ
っ
た
。

昼
食
を
挟
ん
で
川
皿
時
～
Ⅷ
４
時
迄

の
講
習
は
最
近
の
大
阪
府
支
部
の
講

習
会
と
し
て
は
、
や
や
異
例
で
、

「
矯
正
の
イ
ロ
ハ
を
勉
強
し
た
い
」
と

い
う
若
手
の
先
生
方
の
熱
意
と
そ
れ

を
真
筆
に
受
け
入
れ
て
下
さ
っ
た
下

問
先
生
の
度
量
の
大
き
さ
を
示
す
に

十
分
で
あ
っ
た
。
卒
後
数
年
の
若
手

の
先
生
方
が
一
言
も
聞
き
逃
す
ま
い
、

と
言
わ
ん
が
ば
か
り
に
目
を
輝
せ
、

メ
モ
を
取
る
姿
は
、
後
ろ
か
ら
助
手

大
阪
府
支於
：
タ
カ
ラ
ベ
ル
モ
ン
ト
本
社

部

学
術
講
演
会

に
殴
ら
れ
ま
い
か
と
気
に
し
て
無
理

に
瞼
を
開
け
て
い
た
で
あ
ろ
う
学
生

時
代
の
聴
講
態
度
と
は
天
と
地
ほ
ど

の
差
で
あ
る
。
講
義
は
「
診
断
に
必

要
な
重
要
基
礎
知
識
」
と
し
て
ｎ
項

目
を
掲
げ
、
こ
れ
を
詳
細
に
説
明
し

て
頂
い
た
。
紙
面
の
都
合
で
ポ
イ
ン

ト
の
み
述
べ
る
と
、
開
業
医
に
も
出

来
る
矯
正
に
必
要
な
こ
と
は
、
ア
ン

グ
ル
－
級
、
又
は
の
ａ
○
一
・
の
己
○
の

Ⅱ
、
Ⅲ
級
迄
で
あ
る
。
床
矯
正
装
置

は
と
て
も
有
効
で
あ
り
、
大
い
に
利

用
す
る
こ
と
、
特
に
囚
忌
の
深
い
前

歯
の
み
の
反
対
咬
合
は
〃
お
い
し
い

“
症
例
で
あ
る
。
○
匡
口
８
℃
や
西
の
且

血
の
貝
、
一
一
℃
９
日
□
の
門
は
大
袈
裟
に
は

見
え
る
が
、
簡
単
で
効
果
が
得
や
す

い
。
な
ど
で
、
少
し
細
か
い
が
、
覚

え
て
お
く
べ
き
は
器
の
遠
心
移
動

は
糸
の
萌
出
以
前
で
あ
れ
ば
か
な
り

動
く
が
巾
示
萌
出
後
は
最
大
３
．
５

ｍ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
れ
も
覚
え
る

べ
き
は
、
上
下
６
番
の
咬
頭
間
距
離

が
５
．
５
ｍ
以
上
（
こ
れ
を
甸
已
ｌ
Ｓ

ｐ
の
Ⅱ
又
は
○
一
息
の
Ⅲ
と
い
う
）
あ
る
ケ
ー
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ス
、
こ
れ
は
専
門
医
で
も
難
し
く
我
々

に
は
禁
忌
症
で
あ
り
、
国
司
の
浅
い

症
例
も
出
来
れ
ば
手
を
出
さ
ず
、
専

門
医
に
紹
介
し
た
方
が
良
い
と
い
う

事
。
又
、
矯
正
に
セ
フ
ァ
ロ
分
析
は

付
き
物
だ
が
、
最
初
は
シ
三
国
角
と
甸

巨
房
角
に
注
目
し
、
処
置
可
能
か
難

症
例
か
を
見
極
め
る
こ
と
が
肝
心
で

あ
る
と
の
説
明
も
あ
っ
た
。

４
時
迄
の
予
定
の
講
義
は
４
時
別

分
に
ま
で
及
ん
だ
が
我
々
｜
股
開
業

医
に
も
「
こ
れ
な
ら
出
来
る
／
」
と

い
う
気
持
ち
を
抱
か
せ
て
下
さ
っ
た

下
問
先
生
に
は
心
よ
り
敬
服
し
ま
し

た
。
又
、
こ
の
講
演
会
の
た
め
に
京

都
支
部
の
森
亮
輔
先
生
（
大
剖
期
）

に
多
大
な
御
苦
労
を
頂
き
ま
し
て
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
森
先
生
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

〈
文
責
大
弘
期
楠
原
〉

平
成
７
年
度
大
阪
府
支
部
定
時
総

会
は
、
平
成
７
年
５
月
幻
日
（
日
）

午
後
４
時
よ
り
ナ
ン
バ
〃
鳥
よ
し
〃

に
て
開
催
さ
れ
、
犯
名
の
先
生
方
が

出
席
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
岡
谷
親
男
先
生
の
司
会

に
て
開
会
、
ま
ず
支
部
長
鳥
羽
英
紀

先
生
が
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
平
成
６

平
成
七
年
度

支
部
定
時
総
会
開
催

（ハ・
鳥
羽
支
部
長
、
全
会
一
致
で
再
選

・
同
窓
会
会
費
、
値
上
げ
決
定

年
度
内
に
於
け
る
物
故
会
員
、
酒
井

忠
臣
先
生
（
県
ｌ
卒
）
に
黙
祷
が
捧

げ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
平
山
稔
先
生
を
議
長
に
選

出
し
、
会
務
報
告
が
戸
倉
良
樹
先
生

よ
り
、
評
議
員
会
報
告
が
松
本
泰
雄

先
生
よ
り
行
な
わ
れ
、
松
本
先
生
か

ら
は
、
近
北
連
合
会
等
の
反
対
も
及

ば
ず
、
同
窓
会
本
部
会
費
の
今
年
度

よ
り
の
値
上
げ
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

続
い
て
議
題
に
入
り
、
会
計
西
本

達
哉
先
生
よ
り
平
成
６
年
度
決
算
報

告
、
監
事
・
中
村
義
金
先
生
よ
り
監
査

報
告
が
行
な
わ
れ
そ
れ
ぞ
れ
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
又
、
平
成
７
年
度
事
業

計
画
案
・
予
算
案
も
承
認
さ
れ
、
又
、

支
部
会
費
の
値
上
げ
も
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

最
後
に
、
平
成
７
，
８
年
度
役
員

に
関
す
る
議
案
に
入
り
、
次
期
支
部

長
に
鳥
羽
先
生
の
再
選
を
全
会
一
致

で
決
定
致
し
ま
し
た
。
役
員
に
つ
い

て
は
、
鳥
羽
新
支
部
長
に
一
任
と
い

う
事
に
な
り
、
旧
役
員
全
員
の
留
任

に
加
え
、
浅
香
信
先
生
（
大
詣
）
に

新
た
に
庶
務
理
事
に
着
任
し
て
頂
く

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

以
上
の
審
議
を
経
て
、
総
会
は
、

山
本
克
彦
先
生
の
閉
会
の
言
葉
に
て

無
事
終
了
致
し
ま
し
た
。

午
後
５
時
釦
分
よ
り
懇
親
会
が
開

か
れ
、
各
出
席
者
の
近
況
報
告
な
ら

び
に
震
災
後
の
被
害
状
況
。
復
旧
状

況
等
の
報
告
も
行
な
わ
れ
、
予
定
時

間
が
過
ぎ
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

2１
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理
事
（
専
務
）

北
村
幹
夫

理
事
（
会
計
）

西
本
達
哉

理
事
（
学
術
）

村
尾
平
三
郎

理
事
（
〃
）

楠
原
光
珍

支
部
長

鳥
羽
英
紀

大
幅

副
支
部
長

戸
倉
良
樹

大
旧

※
平
成
７
．
８
年
度
役
員
は
次
の
通

り
で
す
。

（
敬
称
略
）

ﾉﾉ山
本
克
彦

大
幅大大大大

3４２２２８２３

理
事
（
社
保
）

宮
尾
俊
広

理
事
（
渉
外
）

松
本
元
珠

理
事
（
〃
）

山
本
広
邦

理
事
（
福
祉
）

岡
谷
親
男

理
事
（
〃
）

青
木
修
一

理
事
．
（
〃
）

大
形
篇
広

理
事
（
広
報
）

豊
田
裕
章

理
事
（
〃
）

黒
沢
治
彦

理
事
．
（
〃
）

黒
田
和
孝

理
事
（
庶
務
）

大
〃

可
大
知 大大

2９３３
大大
2９２７

大大
2７２４

大
頭

相監
〃〃〃〃〃〃談〃

役事

小池丸松古崎平堀中
之

野山本庄田山内村

善輝泰道瀧義

弘徹幹雄列臣稔彦金

大大六大大県専県専
2０１４１４９７３１７５１９

上
崎
秀
美

理
事
（
〃
）

長
崎
三
男

理
事
．
（
〃
）

湊
香

信

大
3５
大大
2９２９

い
、
会
員
状
況
に
つ
い
て

会
費
の
支
払
い
状
況
を
基
準
と
し

た
平
成
６
年
度
の
支
部
会
員
数
は
、

①
会
費
免
除
ｎ
名
②
一
般
犯

名
③
勤
務
４
名
④
大
阪
府
支

部
の
み
５
名
の
合
計
別
名
で
す
。

し
か
し
最
近
は
勤
務
の
若
い
先
生
方

の
変
動
が
激
し
く
そ
の
動
向
を
把
握

す
る
の
が
困
難
な
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
先
生
方
で
、
支
部
に
未
入
会

の
同
窓
の
先
生
を
ご
存
知
の
方
は
、

支
部
役
員
に
是
非
と
も
ご
一
報
下
さ

る
様
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

で
す
。

②
、
同
窓
会
費
（
本
部
会
費
、
支
部

会
費
）
値
上
げ
に
つ
い
て

以
前
よ
り
問
題
と
さ
れ
て
い
た
同

窓
会
本
部
会
費
値
上
げ
の
件
に
つ
い

て
は
、
近
北
連
合
会
松
本
泰
雄
副
会

長
も
、
反
対
の
立
場
で
努
力
さ
れ
て

き
ま
し
た
が
、
つ
い
に
今
年
度
よ
り

八
千
四
百
円
の
値
上
げ
が
決
定
さ
れ

ま
し
た
、
同
窓
会
本
部
の
基
金
な
ら

び
に
活
動
資
金
が
、
年
度
ご
と
の
赤

字
で
底
を
つ
き
、
非
常
に
危
機
的
状

況
に
あ
る
と
の
本
部
の
主
張
に
対
し

て
は
、
過
剰
な
る
一
部
経
費
の
削
減

や
、
活
動
内
容
の
見
直
し
等
を
近
北

と
し
て
反
論
し
て
き
た
の
で
す
が
、

定
時
総

（
補
足
事
項
）

会

報

告
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多
数
決
に
は
勝
て
な
か
っ
た
訳
で
す
。

同
窓
会
本
部
と
し
て
も
今
後
の
方
針

と
し
て
、
①
大
学
と
同
窓
会
の
共
同

研
究
の
推
進
②
地
区
連
合
会
開
催

へ
の
助
成
金
提
供
③
同
窓
会
組
織

強
化
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
導
入
④

同
窓
会
基
金
減
少
の
歯
止
め
⑤
学

閥
が
強
ま
る
傾
向
の
中
、
九
歯
大
同

窓
会
団
結
の
強
化
と
い
っ
た
項
目

を
上
げ
、
活
動
を
高
め
て
行
く
と
の

事
で
す
。
先
生
方
の
御
理
解
．
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

支
部
会
費
に
関
し
て
も
、
こ
こ
数

年
・
広
報
・
福
祉
活
動
の
自
粛
等
に

て
経
費
増
大
を
抑
え
て
参
り
ま
し
た

が
、
や
は
り
、
今
後
は
他
大
学
同
窓

会
支
部
に
負
け
な
い
活
動
を
続
け
て

行
く
た
め
、
諸
活
動
、
特
に
広
報
と

新
入
会
員
の
確
保
等
を
中
心
と
し
て

団
結
を
強
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
千
六
百
円
会
費
を
値
上
げ
し
、

諸
活
動
の
資
金
の
一
部
に
運
用
し
て

行
き
た
く
考
え
る
次
第
で
す
。
本
部

会
費
と
合
わ
せ
て
一
万
円
の
出
費
増

は
、
大
変
心
苦
し
い
で
す
が
、
何
卒
、

御
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
な
お
、
会
費
の
件
に
つ
き
ま

し
て
の
質
問
・
意
見
等
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
支
部
長
も
し
く
は
支
部
役

員
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

阪
神
大
震
災
か
ら
半
年
以
上
が
過

ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興
に
向

け
て
い
ろ
ん
な
問
題
が
未
解
決
の
様

で
す
。
さ
て
、
義
援
金
の
募
集
に
際

し
ま
し
て
は
、
多
数
の
先
生
方
よ
り

ご
協
力
を
頂
き
（
宛
名
・
刈
万
円
）

誠
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
被
害

を
受
け
ら
れ
た
辿
名
の
先
生
方
に
は
、

被
害
状
況
に
基
づ
き
義
援
金
を
お
く

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

こ
れ
以
外
に
も
、
同
窓
会
本
部
よ

り
以
万
円
、
同
窓
会
本
部
に
集
ま
っ

た
義
援
金
八
百
二
十
二
万
四
千
九
百

四
十
円
か
ら
百
万
円
が
大
阪
府
支
部

に
送
ら
れ
て
来
ま
し
た
の
で
、
辿
名

の
先
生
方
に
遅
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

又
、
大
阪
府
支
部
よ
り
兵
庫
県
支

部
に
対
し
て
ｎ
万
円
の
見
舞
金
を
送

り
ま
し
た
事
も
併
せ
て
ご
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

※
被
害
を
受
け
ら
れ
た
先
生
方
は

次
の
通
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

・
自
宅
被
害
平
山
稔

樺
島
催

阪
神
大
震
災
義
援
金
に
つ
い
て

丸
山
輝
幹
ｉ

岡
幸
宏

須
田
宣
之

阪
上
安
輝

宮
尾
俊
広

高
橋
敬
治

岡
谷
親
男

倉
田
博
幸

長
崎
林
太
郎

・
医
院
被
害
平
山
稔

真
鍋
貞
夫

須
田
宣
之

宮
尾
俊
広

倉
田
博
幸

上
崎
秀
美

長
崎
林
太
郎

被
害
を
受
け
ら
れ
た
先
生
方
に
は
、

心
よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
る
次
第
で

す
。

巳

｢~－１

|まﾄ’
１１
１ロ

i報１
１－－」

総
鰭
鰯
鐙

◎
長
年
の
課
題
で
あ
り
ま
し
た
支
部

だ
よ
り
、
や
っ
と
発
行
に
こ
ぎ
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

最
低
年
２
回
は
発
行
し
て
行
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
力
量

不
足
で
す
の
で
先
生
方
の
ご
助
言
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

◎
次
号
よ
り
は
、
先
生
方
へ
ア
ン
ケ
ー

ト
や
原
稿
依
頼
を
お
願
い
す
る
予
定

で
す
の
で
、
そ
の
際
に
は
、
是
非
と

も
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。
又
、
何
か
よ
い
企
画
の
ア

イ
デ
ア
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
編
集
委

員
会
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。

（
編
集
委
員
会
代
表
豊
田
裕
章
）

専
門
ｎ
回
卒
、
池
田
康
雄
先
生
が
、

５
月
犯
日
に
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ

ま
し
た
。
こ
こ
に
心
よ
り
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

６


